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介護も
　 医療

も

違反対象物の公表制度の開始
　建物を利用する人が、建物の危険性に関す
る情報を確認し、利用について判断できるよ
うに、重大な消防法令違反を公表する制度が
４月１日㈬から始まります。
　公表の対象となるのは、飲食店や物品販売
店、宿泊施設などの不特定多数の人が利用す
る建物や病院、社会福祉施設などの避難が困
難な人が利用する建物です。
　また、公表の対象となる違反内容は、消防

テーションの看護師などが定期的に自宅を訪
問します。夜間などに、急に体調が悪くなっ
てしまった場合でも対応します。
　利用できる人は、寝たきりの人や、がんの
末期など、通院することが難しい人などです。
かかりつけの医師が訪問をしていない場合で
も、病状に応じてかかりつけの医師と話し合
って利用するか決めてください。

条件を満たせば
介護保険サービスも使えます
　食事やトイレ、入浴など、誰かの手助けが
必要になることもあります。周りにいる人だ
けでは手が足りないと思ったら、市役所に介
護保険の申請をして、必要と認められれば、
介護サービスが利用できます。できることは
自分でやりながら、手助けが必要なところは
サポートしてもらうことで、自立した生活を
続けられます。体の機能が低下しないように

通院が難しい場合には医師や
看護師が訪問することもできます
　年を重ねると、持病が悪化するなどして、
今までできていた食事や入浴が一人でできな
くなることがあります。そんなとき、施設に
入ったり、病院で入院生活を送ったりする人
もいますが「できるだけ自宅で生活したい」
と思う人もいることでしょう。住み慣れた家
で暮らしながら、サポートが必要なときは医
療や介護サービスをうまく利用して、自分ら
しく生活することもできます。
　一人暮らしで持病が悪化して、病院に行き
たいけど、自分だけでは行けないこともある
と思います。そんなとき、自宅で治療を受け
る「在宅医療」が利用できます。
　在宅療養支援診療所の医師や、訪問看護ス

リハビリを受けて、自立した生活を続けてい
くためのサービスもあります。

たくさんの人たちが支えます
　住み慣れた環境で、安心して生活できるよ
う、医師、歯科医師、薬剤師、看護師、理学
療法士、作業療法士、栄養士、歯科衛生士、
ケアマネジャー、病院の医療ソーシャルワー
カーなど、たくさんの人たちが支えます。
　心配になったら家族や周りの人や、かかり
つけの医師などに自分の希望するライフスタ
イルを伝えて、相談してみることも大切です。
頑張りすぎず、うまく助けてもらえる「助け
られ上手」になって、自分らしい生活を送り
ましょう。

法令により建物に義務付けられた消防用設備
（屋内消火栓設備、スプリンクラー設備又は自
動火災報知設備）が設置されていないものです。

市のホームページで建物の名称や
所在地などが確認できます
　立入検査で違反を確認し、建物関係者に消
防法令違反を通知した日から、14日が経過し
ても改善されない場合には、市ホームページ
で公表します。
　公表される内容は、次の３つです。
１ 建物の名称　（例：○○○ビル）
２ 所在地　（例：八千代市○○地区○○丁目
　 ○○番○○号）
３ 違反内容　（例：自動火災報知設備未設置）
　公表される違反情報は、市ホームページの
「くらしの情報」→「消防・救急」→「その他」

の項目→『重大な消防法令違反対象物の公表
制度』のページに、今後掲載されます。
　建物を所有（管理、占有）する人は、飲食店、
物品販売店、福祉施設などの新規入居、増築、
改築及び隣接建物との接続工事などを行うと
きは、どの消防用設備が必要か、事前に消防
本部まで確認してください。

お問い合わせは、
消防本部予防課 459-7803へ

お問い合わせは、
地域包括支援センター
483-1151（代表）へ

３
月
定
例
会
は
２
月
19
日
に
開
会
し
ま
し
た

■
日
程　

▼
２
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３
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催
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検
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ォ
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翌
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。
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３
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催
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５
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０
０
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Ａ
４
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交
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０
０
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０
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催
し
ま
す
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て
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う
づ
く
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も
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い
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ろ
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は
持
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れ
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す
。
小
学
校
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年
生
以
上
の
親
子
対
象
で
す
。
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午
前
９
時
30
分
〜
正
午
。
９
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か
ら
受
け
付
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▼
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市
役
所
２
階
第
１
・
２
会
議
室　

▼
定
員　

親
子
で
20
人　

▼

申
し
込
み　

電
話
で
環
境
政
策
室
へ 

（
環
境
政
策
室
）

立入検査の実施

立入検査
結果通知書の交付

八千代市
ホームページへ
掲載

関係者に対する
公表の事前周知

公表までの流れ

公　表

自動火災報知設備スプリンクラー設備屋内消火栓設備

インターネット
中継

会議録検索
システム

重大な消防法令違反の建物を公表します

“助けられ上手”で自分らしい生活

市内で利用する建物の違反を確認しよう

住み慣れた地域で暮らし続けるために


